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まず、本稿で取り上げる社史の規定は以下のごとくとする。（ [後藤, 1990] [鈴木 恒夫,










アステラス製薬（山之内製薬+藤沢薬品工業） 、エーザイ 、小野薬品工業 、協和発酵
工業 、塩野義製薬 、第一三共 （第一製薬株式会社+三共株式会社）、大日本住友製薬（大














刊行年でみると、第一工業製薬の 1938（昭和 13）年が最も古い。社史の大部分は 1950
年代半ばから 1990 年代にわたって刊行されている。総ページ数はエーザイの社長談話的な
84 ページから武田薬品工業の 1884 ページに至る分布がみられるが、平均は 300 ページ程













企業名 社史名 刊行年 総頁数 執筆・編集者 場所
天野製薬株式会社 80年のあゆみ 1980 364 中部財界社（編） 名古屋
石津製薬 石津回顧八十年 続編 1965 338 石津作次郎 大阪
石津製薬 石津回顧八十年 1959 510 石津作次郎 大阪
エーザイ エーザイ創業史 1964 320 エーザイ株式会社社史編纂委員会（編） 東京
エーザイ 創業経営 1970 299 内藤豊次（著） 東京
エーザイ エーザイ創業史 1977 330 日本社史全集刊行会（編） 常盤書院 東京





1974 418 加藤弁三郎（編） 東京
協和発酵工業 薔薇は薔薇：協和発酵35年史 1984 174 東京




三共 三共 純良製品で信頼される 1966 146 東京ダイヤモンド社（編） 東京
三共 三共六十年史 1960 338 東京
三共 三共八十年史 1979 453 東京







第一製薬 四十年史 1955 222 東京
第一製薬 第一製薬五十年史 1966 304 東京




1980 321 小俣行男（著） 現代史出版会 東京
大正製薬 上原正吉と大正製薬 1982 273 東京
大日本製薬 大日本製薬六十年史 1957 283 大阪
大日本製薬 大日本製薬八十年史 1978 379 大阪
武田薬品工業 武田薬品工業200年の秘密 世
界のタケダへダッシュする
1982 248 鶴蒔靖夫（著） IN通信社出版部 東京
武田薬品工業 健康の未来をひらく 創業九
十周年記念
1971 297 春木一夫（著） 日本工業新聞社 東京








東京田辺製薬 創造で伸びる東京田辺 1968 152 ダイヤモンド社（編） 東京ダイヤモンド社 東京
中北薬品 中北薬品二百五十年史 1977 556 名古屋
日本新薬 現代病に挑戦する 1970 188 春木一夫（著） 日本工業新聞社 東京
日本チバガイギー 日本チバガイギー30年史 1980 493 大阪
日本メルク万有 日本メルク万有二十五年史 1980 126 東京
万有製薬 五十年の歩み 1964 131 東京
藤沢薬品工業 藤沢薬品七十年史 1966 333 大阪
藤沢薬品工業 藤沢薬品八十年史 1976 409 大阪
三鷹製薬 三鷹製薬四十五年史 1990 132 三鷹




森下製薬 森下製薬株式会社50年史 1969 115 大阪







塩野義製薬 シオノギ百年 1978 533 大阪
表１ 主要製薬企業社史一覧
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れ、幼名を長三郎といった。14 歳の時に道修町 2 丁目の薬種仲買商1 近江屋喜助方へ丁稚
奉公に上がった。
長三郎は以降 10 年間勤めて 24 歳で通い番頭となり、長兵衛と改名した。32 歳、奉公に





発展させた。開業 10 年目にして薬種業界で確固たる地位を築き、別家、分家各 1 名も出し
た。
開業 4 年目の 35 歳で結婚し、56 歳で次男熊三郎（二代目長兵衛）に家業をゆずった。
一統の信頼が厚く、その後 10 年間後見的立場にあったが、72 歳で永眠した。
3.1.2. 家業経営の新しい展開















































































































































































































































































































た。『日本医薬品産業近代史』 [山田久雄, 1994]によれば、1915(大正 4)年の三河島工場稼
働開始から 5 年で三河島工場の生産額が 2.8 倍に増えている。






















































西区江戸堀南通り 1 丁目 22 番地に店舗を構えた。翌年に大阪府知事より薬種商の免許鑑札
を受けて、続いて製薬者の免許も下付された。1923 年 4 月に「山之内薬品商会」を創立し






























































3.5.1.6. 第 1 次世界大戦による薬価の暴騰





















京製薬同業組合とも協議した結果、1914 年 10 月に 15 品目が追加された。更に 1915 年 3
月は 21 品目が追加となり、計 55 品目が自由に輸出可能となった。
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